
第９章 協力・支援活動

９－１ TEC-FORCEの概要

TEC-FORCE（緊急災害対策派遣隊）とは、大規模自然災害が発生し、または発生するおそれがある場合におい

て、被災地方公共団体等が行う、被災状況の迅速な把握、被害の発生および拡大の防止、被災地の早期復旧その

他災害応急対策に対する技術的な支援を円滑かつ迅速に実施するため設置された組織である。

平成２３年(２０１１年)東北地方太平洋沖地震では、全国からのべ１８，１１５人・日※が隊員として派遣された。

※１８，１１５人・日：３月１１日～１１月２１日

仙台河川国道事務所管内では3月13日以降 TEC-FORCE（緊急災害対策派遣隊）参集。関東地方整備局、中部地方整備局、
九州地方整備局の隊員が管内での技術的支援活動を実施。

河川関係では、中部、九州、関東地整の方々にTEC-FORCEとして、被害調査や災害申請に関し外業、内業の仕事を行って
頂いた。
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17.8km付近
西小坂排水ひ管取り

20.
旧江

20.8km付近
擁壁たわみ沈下L=100m 江尻第三排水

横断クラック

21.0km付近
縦断クラックL=100m

裏町排水ひ管
擁壁との接合目地に開き

28.4km付近
縦断クラック(アスファルト)L=50m

29.0km付近
天端法面クラックL=154m

29.2km付近
堤防天端部沈下L=74m

29.4km付近
縦断クラック(アスファルト)L=25m

29.8km付近
縦断クラック(アスファルト)L=30m

30.6km付近（２カ所）
縦断クラック(アスファルト)

高水敷液状化可能性ありL=35m、60m

30.8km付近
高水敷液状化可能性ありL=50m

35.4km付近（左岸）
高水敷液状化可能性ありL=110m

36.8km付近（左岸）
国道349号(県)ブロック積はらみ、クラックL=100m

37.8km付近（左岸）
国道349号(県)天端アスファルト中央部段差L=95m

30.0km付近
縦断クラック・剥がれ(ｱｽﾌｧﾙﾄ)L=30m

35.8km付近（左岸）
縦断クラックL=20m、横断クラックL=50m

22.0
縦断

22.3
縦断

22.4
液状

22.8k
堤防

坂津
ウイン

22.8
堤防

25.5km付近
縦断亀裂、護岸陥没L=60m

沼尻排水ひ管
取付護岸裏空洞、護岸陥没、翼壁目地開口、止水板断裂

30.7km付近
縦断亀裂、すべり崩壊（孕みだし）L=50m

30.8km付近
縦断亀裂、すべり崩壊（孕みだし）L=80m

31.4km付近
縦断亀裂、すべり崩壊（孕みだし）

31.5km付近（２カ所）
縦断亀裂、すべり崩壊（孕みだし）L=300m、80m

32.2km付近
縦断亀裂、横断亀裂、すべり崩壊（孕みだし）L=140m

32.4km付近
縦断亀裂、すべり崩壊（沈下、孕みだし）L=320m

33.0km付近
すべり崩壊（沈下、孕みだし）L=320m

番号7

番号

番号9
番号10

番号11番号12

番号2-1

番号2-2

番号2-3

番号2-4

番号2-5

番号2-6、7

番号2-8

番号2-9

番号2-10、14

番号2-11

番号2-12

番号2-13

番号4

番号

番号

番号

番号

番号4

番号3-1

番号3-2

番号3-3

番号3-4

番号3-6

番号3-5、7

番号3-8

番号3-9

番号3-10

　

　

　

　

　

　

  

 　

  

  

  

  

1.6k-92.5 ～ 
越波による堤

1.6k ～1.6k+
越波による堤

1.6k+80 ～ 1
越波による堤

1.6k+20m ～ 
越波による堤

1.6k+170m ～ 
越波による堤

  

  

  

  

  

  

   

  

　

　

0.8～1.0k付近
川表　目地開き　L=280m　W：

荒浜-

　 　 　
1.2～1.6k付近
パラペット流失　L=550m

荒浜-

　

　

ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥによる活動報告
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11.8km付近
縦断クラックL=85m

11.9km付近
岩沼上水取水ひ管沈下

神明排水ひ管
ひ管段差沈下L=5m

15.8km付近
縦断クラックL=240m

16.8km付近
すべり崩壊L=25m

前田排水ひ管
門柱部隙間

り付け護岸クラック

6km付近
江尻ひ管階段部目地開き

水機場
ク(アスファルト)L=6m

18.8km付近
すべり崩壊（孕みだし）L=140m

0km付近
断亀裂、横断亀裂、すべり崩壊（孕みだし）L=50m

3km付近
断亀裂、すべり崩壊（沈下・孕みだし）L=80m

4km付近
状化による崩壊L=300m

km付近
防両肩、アスファルトと盛土の開きL=50m

津田ひ管
ング、護岸の取付部の開き

8km付近
防護岸液状化による堤防沈下L=40m

番号１

番号2

番号3

番号4

番号5

番号6

号8

番号4-1

4-2

号4-3

号4-4

号4-5

号4-7

4-6

0km～海岸堤付近
海岸堤（護岸）の崩壊、巨石の散乱、防風林（なぎ倒し→消失）、
堤内地浸水（津波に起因）、新浜水門横の観測小屋の損傷

0km付近
導流堤（消波ブロック）流失　Ｌ＝80m

0km付近
川表コンクリート護岸流失　L=71m

番号寺島-1

番号寺島-2

0.4km付近
護岸陥没　L=50m

番号寺島-3

1.0km付近
川表法面流失　L=26m

番号寺島-5

1.2km付近
川表法尻洗掘　L=40m

番号寺島-6

0.4km付近
津波越水による川裏洗掘　L=72m

番号寺島-4

6.4k+24m ～ 6.4k+354m
天端舗装横断クラック、川裏小段縦断クラック、
川裏法面表層崩壊、取付道路接続部クラック

番号応-19

7.8k付近（押分排水機場樋門）
取付部開き、フェンス破損、階段破損、躯体に隙間・欠
損、水門・橋台取付部に道路横断クラック

0.0㎞付近
堤防 洗掘～決壊　L=200m

荒浜-1、阿武隈右-1

1.6k-50m ～ 1.6k
越波による堤体洗掘、ガードレール損傷

応-2

1.6k+8m ～ 1.6k+64m
津波による低水護岸の流失および損傷

応-4

1.6k+88m ～ 1.6k+216m
津波による低水護岸の流失および損傷

応-5

1.6k+30m ～ 1.6k+130m
越波による堤体洗掘、遊歩道舗装流失

応-7

 ～ 1.6k-50m
堤体洗掘、天端舗装流失

応-1

 +20m
堤体洗掘、天端舗装流失等

応-3

  1.6k+110m
堤体洗掘

応-18

 ～ 1.8k+30m
堤体洗掘、遊歩道舗装流失

応-6

 ～ 1.8k+30m
堤体洗掘

応-8 1.8k+100m ～ 1.8k+120m
越波による堤体洗掘、小段舗装版はがれ

応-9

1.8k+120m ～ 2.2k+170m
越波による堤体洗掘、小段舗装版流失、
部分的に小段道路流失、ブロック塀倒壊

応-10
4.6k+92m ～ 4.8k+22m
堤体の変状による横断クラック、法尻
石積みのはらみ出し、微少な堤体の沈下

応-11

7.0k+15m ～ 7.0k+144m
堤防天端に若干の沈下、川表小段に段差、川裏側法面縦断
クラックおよび堤体法肩付近はらみ出し、川裏側溝の変状

応-12

7.4k+19m ～ 7.4k+214m
川表堤体法面のはらみ出し、天端路肩に段差、川表法面縦断クラック

応-13

7.8k+14m ～ 7.8k+73m
川表法尻部沈下、天端路面にクラック

応-14

8.3k+10m ～ 8.2k+100m
天端路面にクラック

応-15 8.8k+105m（387m）～ 8.8k+405m
天端路面の沈下、クラック

応-16

10.2k+30m ～ 10.2k+120m
天端路面にクラック

応-16 番号応-20

荒浜-20.0～0.2k付近
越流による裏法の洗掘　L=200m

0.4～0.6k付近
パラペット流失、天端舗装流失　L=320m

荒浜-3

　 　 　 ～4.5㎝
-5

1.6～1.8k付近
川表　目地開き　L=280m　W：～4.5㎝

荒浜-8

　
-6

0.8～1.2k付近
津波越水による川裏洗掘　L=440m

荒浜-7

0.6k+70m
川表ブロックのズレ　N=32枚

荒浜-4

番号応

阿武隈川（0～38k）被災要因

津波被災
26件

堤防天端クラック
23件

堤体液状化による
すべり及び沈下等

22件

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全71件

津波被災

堤防天端クラック

堤体液状化によるすべり及び沈下等

国土地理院承認番号 平成28年情使､第307-GISMAP37643号
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阿武隈川被災要因（全体）

26件

23件

22件

0件 5件 10件 15件 20件 25件 30件

津波被災

堤防天端クラック

堤体液状化によるすべり、沈下
　

　

　

　

　

　

　

　

　
9.2km付近
縦断亀裂（ｱｽﾌｧﾙﾄ）
L=400m

６-１１

7.8km付近
(名取川鉄道橋
東北新幹線名
橋台設置箇所

６-９

7.9km付近
(長町第一ポンプ場排水
階段部縦断亀裂

６-１０

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

■名取川・広瀬川
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0～-0.8km付近
護岸崩壊（めくり上がり）、天端クラック、
基礎地盤沈下、津波による崩壊　L=790m

名取-１

0～0.4k+180m付近
堤内地側津波越水による盛土浸食　L=580m

名取-２

0.6k-65m～0.6k+80m付近
防護柵倒壊、津波越水による盛土浸食　L=145m

名取-３

2.2～2.2k+150m付近
低水護岸崩壊　L=150m

名取-４

2.2km付近
縦断亀裂(ｱｽﾌｧﾙﾄ)　L=52m

６-１

2.3km付近
縦断亀裂（ｱｽﾌｧﾙﾄ）、堤防裏進入路
縦断亀裂、液状化による護岸崩壊　L=148m

６-２

2.9km付近
縦断亀裂（ｱｽﾌｧﾙﾄ）、堤防表法面孕みだし　L=758m

６-３

4.5km付近
縦断亀裂（ｱｽﾌｧﾙﾄ）
堤外地亀裂　L=73m

６-５

5.0km付近
縦断亀裂（ｱｽﾌｧﾙﾄ）
L=56m

６-６

6.4km付近
川表坂路亀裂　L=9m

６-７

6.4km付近
(庄松排水樋管)
目地補修箇所亀裂

６-８

橋、
取川鉄道橋)
の天端亀裂

水樋管)

3.6km付近
(広瀬左岸排水樋管)
ゲート操作部縦断亀裂

５-１０

3.5km付近
(東北本線広瀬川鉄道貨物線)
取付擁壁亀裂

５-９
2.7km付近(松原第二排水樋管)
横断亀裂（ｱｽﾌｧﾙﾄ）

５-８

2.2km付近
法枠工ずれ、護岸裏空洞、
法枠工亀裂　L=40m

５-７

2.1km付近(千代大橋)
横断亀裂

５-６

2.0km付近(松原第三排水樋管)
階段部縦断亀裂

５-５

0.0km付近(土手合排水樋管)
階段部縦断亀裂、胸壁部開き

５-４

4.8km付近
縦断亀裂（ｱｽﾌｧﾙﾄ）　L=291m

５-３

2.8km付近
縦断亀裂、堤防天端陥没、
割石ブロック亀裂　L=218m

５-２

2.6km付近
縦断亀裂（ｱｽﾌｧﾙﾄ）　L=147m

５-１

0～0.2k+150m付近
川表法崩れ　L=350m

藤塚-２0.4k+100m～0.6k+40m付近
津波による瓦礫（塵芥）の漂着　L=140m

藤塚-１

No.12+30m～No.27付近
川裏法崩れ　L=720m

運河-１

No.33～No.34付近
川裏法崩れ　L=50m

運河-２

No.50付近
川裏法崩れ　L=50m

運河-３

No.60+44m付近
川表、川裏法崩れ　L=20m

運河-４

4.3km付近
(落合排水樋管)
流木によりゲート
開閉に支障あり

６-４

名取川水系（0～12k、広瀬川、貞山運河）被災要因

津波被災, 10件 堤防天端クラック
9件

堤体液状化によるすべり及び沈下等
2件

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全21件

津波被災

堤防天端クラック

堤体液状化によるすべり及び沈下等

国土地理院承認番号 平成28年情使､第307-GISMAP37643号
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国土交通省では、今回の震災に関する各種調査結果の提供や、地域が直面する課題への技術支援などを通じ、
県や市町村が検討されている復興に、協力・支援等することにしました。

そのため、東北地方整備局では、局内に「市町村復興支援チーム」を立ち上げるとともに当事務所では、復興支
援カウンターパート情報窓口を担当しました。これにより、市町村が直面する課題に対して本省各局と地方整備局が
一体となって検討し、当事務所からも情報提供等を行う体制を整えました。

市 町 村

○復興委員会の設置
○課題整理・検討
○復興計画の策定

国 土 交 通 省
【本省・東北地方整備局・事務所】

○道路・河川・港湾等、まちづくりに必要なデータを総合的に蓄積
○本省・地方整備局が一体となって課題を検討
○課題対応に必要なデータの提供、その他技術的支援を実施
○「津波被害市街地の復興手法調査」の実施

データ提供
技術的支援

直面する課題 データ提供
技術的支援

国土交通省による自治体の復興支援

県

○復興計画・提言

９－２ 復興支援カウンターパート
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